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 ○

土
砂

流
木
の

流
下

実
態
 

①
 流

域
界

尾
根
部

の
状

況
 

                図
巻

-
1 

流
域
界

尾
根

部
の

状
況
（
道

路
（

御
神

火
ス

カ
イ

ラ
イ
ン

）
よ
り

下
流

側
を

望
む

）
 

 
 
 

 
 
 

 

                  

 

 

                 

図
巻

-
2
 
流

域
界

尾
根

部
の

状
況

 

①
-2

 

本
川

 
左
支
川

 

本
川

側
の

地
形

が
深

く
侵

食
さ

れ
て

い
る

。
 

①
-1

 
本

川
 

左
支

川
 

本
川

と
左

支
川

を
分

け
て

い
る

尾
根

状
に

は
、

根
茎

が
残

っ
て

い
る

。
 

①
-1

 ①
-2

 

写
真
撮

影
位
置

図
 

図
巻
-
3
  
 
本

川
流

域
側

か
ら

左
支
川
流

域
方

向
を
望

む
 

巻－1



 
 ②

本
川

か
ら
左

支
川
方

向
へ

の
越
流

 

                                     
 

 
 

 
 

 
 

 
 
図

巻
－

4
 
本

川
か

ら
左

支
川
方

向
へ

の
越

流
（
本
川

よ
り

越
流
部

を
望

む
）

 

 

         

図
巻

-
5 

本
川
か

ら
左

支
川

方
向

へ
の

越
流

 

          

 

図
巻
-
6
 
本

川
か

ら
左
支

川
方

向
へ
の
越

流
（

越
流
部

下
流

側
か

ら
本
川

方
向

を
望

む
）

 

 

             

図
巻

-
7 

本
川
か

ら
左

支
川

方
向

へ
の

越
流
（

越
流

部
上

流
か
ら
下

流
を

望
む
）

 

②
-1

 

比
高
差

4～
5m

 

越
流
方
向

 

②
-1

 

②
-2

 

②
-3

 

②
-4

 

写
真
撮

影
位

置
図

 

②
-3

 

②
-2

 
本
川

 
左
支

川
方

向
 

②
-4

 
左
支

川
方

向
 

巻－2



 
 ③

本
川

か
ら
の

越
流
と

左
支

川
か
ら

の
流

入
 

              

図
巻

-
8 

本
川
か

ら
の

越
流

と
左

支
川

の
合
流

部
（

上
流

方
向
を
望

む
）

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
 

 

                     図
巻

-
9 

本
川
か

ら
の

越
流

と
左

支
川

の
合

流
部
に
お

け
る

侵
食
状

況
（

左
岸
側

か
ら

下
流

方
向
を

望
む

）
 

 
 
 
 

 
  

 
 
  

 
図

巻
-
1
0
 
 
土

砂
移

動
に

よ
り

被
災

し
た
家

屋
（

上
流

か
ら
下
流

を
望

む
）

 

③
-1

 

左
支

川
 

本
川
か

ら
の
越

流
 

③
-2

 

③
-1

 

③
-2

 
③

-3
 

写
真
撮
影

位
置

図
 

③
-3

 

巻－3



 
 ③

流
域

外
へ
の

越
流

 

             

 
図
巻

-
1
2
 
大

金
沢

流
域

外
へ

の
越

流
部
（

流
域

界
付

近
よ
り
左

支
川

上
流
を

望
む

）
 
 

 
 

 
  

                    

 

図
巻

-
1
1 

大
金

沢
流
域

外
へ

の
越
流
部

（
上

流
か
ら

下
流

を
望

む
）

左
支
川
澪

筋
 

④
-2

 

八
重
沢
方

向
 

左
支
川
澪

筋
 

④
-1

 

流
域

界
と
な

る
低
い

尾
根

 

④
-1

 

④
-2

 

写
真
撮
影

位
置

図
 

巻－4



 
 ○

土
砂

・
流
木

に
よ

る
被

災
状
況
 

    
 

        
 

                         
  

 

  
  
 
  

 
 
 
  

 
 
  
 
 
 
  
 
 
  
 
 
 
  
 
 
 
  
 
 
  
 
 
 
  
 
  

  
 
  

 
 
 
  

 
 
  
 
 
 
  
 
 
 
  
 
 
  
 
 
 
  
 
 
  
 
 
 
  
 
  

  
 
  

 
 
図

巻
-
1
2
 

土
砂

移
動
に

よ
る
被

災
状
況

図
 

【
土

砂
・

流
木

に
よ

る
被

災
状

況
】

 

○
 
神

達
地

区
周
辺

と
本

川
下
流

の
流
路

沿
い

付
近
に

流
出

家
屋
が

集
中

し
て
い

た
。

家
屋
が

流
出
し

た
範

囲
で
は

強
い

流
れ
が

生
じ

た
と
推

測
さ

れ
る
。

 

○
 
左

支
川

の
左
岸

側
流

域
外
へ

の
流
下

範
囲

で
も
、

多
く

の
家
屋

が
流

出
し
て

お
り

、
強
い

流
れ
が

生
じ

た
と
考

え
ら

れ
る
。

 

・
災
害
前

後
の

空
中
写

真
を
比
較

し
て

、
元
の
位

置
に

存
在

し
て
い

な
い

家
屋
を

流
出
家

屋
と

し
た
。

 

・
な
お
、
空
中
写

真
で

確
認

で
き

る
大
き

さ
の
家

屋
を

対
象

と
し
て

い
る

た
め
、
公
表

資
料
の

全
壊
個

数
と

は
一

致
し
な

い
。

 

凡
 

例
 

土
砂

移
動

範
囲

(崩
壊

・
流

下
・
堆

積
域

) 

流
出

家
屋

 

大
金

沢
(右

支
川

) 

大
金

沢
(本

川
) 

大
金

沢
(左

支
川

) 

巻－5



 
 

長
沢

 

大
金

沢
 

八
重

沢
 

八
重

南
沢

 

大
宮

沢
 

大
金

沢
本

川
堆

積
工

 
大

金
沢

支
川

堆
積

工
 

八
重

沢
堆

積
工

 

長
沢

P
-1

堆
積

工
 

大
宮

沢
導

流
堤

 

長
沢

P
-1

8
堆

積
工

 

長
沢

本
川

P
-3

上
流

砂
防

堰
堤

 

八
重

沢
P

-4
砂

防
堰

堤
 

○
砂
防

施
設
に

よ
る

土
砂

・
流
木

の
捕

捉
状

況
 

                                     

 
 
 
 
  
 
 
  
 
 
 
  
 
 
 
  
 
 
  
 
 
 
  
 
  

  
 
  

 
 
 
  

 
 
  
 
 
 
  
 
 
 
  
 
 
  
 
 
 
  
 
 
  
 
 
 
  
 
  

  
 
  

 
図

巻
-
1
3
 
土

砂
・

流
木

の
捕

捉
状
況

を
確

認
し
た

砂
防

施
設
 

巻－6



 
 長

沢
P
-
1
堆
積

工
 

   1
)
 

図
巻

-
1
4 

長
沢

P-
1
堆

積
工
で

の
土

砂
流

木
の
捕
捉

状
況

 

巻－7



 
 長

沢
P-
18

堆
積
工

、
P-
3
上

流
砂

防
堰
堤

 

2
)
  

3
)
 

図
巻

-
15
 

長
沢

P
-
1
8
堆
積

工
、

P
-
3
上

流
砂

防
堰

堤
で

の
土
砂
流

木
の

捕
捉
状

況
 

P
-
1
8

堆
積

工
:左

岸
よ

り
掘

削
状

況
 

P
-
1
8

堆
積

工
:下

流
よ

り
正

面
 

P
-
1
8

堆
積

工
:ス

リ
ッ

ト
部

近
景

 

巻－8



 
 八

重
沢
堆

積
工

 

 

   4
)
 

図
巻
-
1
6
 

八
重

沢
堆

積
工

で
の

土
砂

流
木

の
捕
捉
状

況
 

巻－9



 
 八

重
沢

P-
4
砂

防
堰
堤
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)
 

図
巻
-
1
7
 

八
重

沢
P-

4
砂

防
堰

堤
で
の

土
砂

流
木
の

捕
捉

状
況

 

巻－10



 
 

大
宮
沢
導

流
堤

 

図
巻

-
1
8 

大
宮

沢
導
流

堤
で

の
土
砂
流

木
の

捕
捉
状

況
 

巻－11



 
 

捕
捉
土

砂
量
お

よ
び

流
木
量

 

       

【
砂

防
施

設
に

よ
る

土
砂

・
流

木
の

捕
捉

状
況

】
 

○
 
堆

積
工

上
流

部
の

ス
リ

ッ
ト

ダ
ム

で
は

大
径

礫
や

流
木

を
捕

捉
し
て

い
た

。
 

○
 
堆
積

工
に
捕

捉
さ

れ
た
土

砂
は

細
粒
で

あ
り

、
緩
い

勾
配

で
堆

積
し
た

。
 

図
巻
-
1
9
 

 
各
砂

防
施

設
で
の

土
砂

流
木

の
捕
捉
量

（
航

空
レ
ー

ザ
計

測
結
果

に
基

づ
く

）
 

巻－12
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生
産

土
砂
量

の
推

定
 

①
平
均

侵
食
深

（
崩
壊

深
）

の
設
定

 
 

各
土

砂
生
産

領
域
の

平
均

侵
食
深

（
崩

壊
深
）

を
現

地
調
査

に
よ
り

確
認

し
、
以

下
の

よ
う
に

設
定

し
た
。

 

 ■
土
砂

生
産
領

域
A
の

崩
壊

深
 

現
地

調
査
の

結
果

、
崩

壊
面
は

、
表
層

土
壌
と
火

山
性
堆

積
物

と
の

間
で

す
べ

り
が
生
じ

て
い
た
。

崩
壊

深
は

木
本
植

生
の
根

入
れ
深

さ
相

当
で
あ

っ
た

。
 

             

図
巻
-
2
0 

崩
壊

地
の
遠

景
 

               

図
巻
-
2
1
 

崩
壊

地
エ
ッ

ジ
の
状

況
 

現
地

で
確
認

し
た

崩
壊
深

を
踏
ま

え
て

、
平

均
崩

壊
深

を
1
.0

m
に
設

定
 

 ■
土
砂

生
産
領

域
B
の
侵
食

深
 

現
地

状
況

を
確

認
し

た
結

果
、
土
壌

に
残

存
し

た
根

系
の
状
況

、
残
存
し

た
倒

木
の
根

系
状

況
か

ら
表

層
土
壌

の
平
均

侵
食
深

を
0.
3
m
程
度

と
判
断

し
た
。

 

 

 

 

 
 

図
巻
-
2
2
 

斜
面

の
侵

食
状

況
 

現
地

で
確

認
し
た

侵
食

深
を
踏

ま
え

て
、
平

均
侵

食
深

を
0
.
3
m
に

設
定
 

  

崩
壊
深

1m
程

度
 

侵
食
深

0.
3m

程
度

 

崩
壊

形
態

は
、

根
系

を
含

む
表

土
の

み
が

直

線
的

に
崩

壊
す

る
、

い
わ

ゆ
る

“
板

状
体

”
の

特
徴
を

有
し

た
表
層

崩
壊

で
あ
る

。
 

こ
の

こ
と

か
ら

、
崩

壊
地

エ
ッ

ジ
の

崩
壊

深

（
1m

程
度
）
が
、
崩
壊
の
代

表
深

さ
で
あ

る
と

仮
定
し

、
土

砂
生
産

領
域

A
に
お

け
る
平

均
崩

壊
深
と

し
て

設
定
し

た
。

 

崩
壊

の
縦

断
イ

メ
ー

ジ
 

  

噴
火

に
伴

う
堆

積
物

と
風

成
層

 

(根
系

層
) 

 

崩
壊

範
囲

 

崩
壊

 

巻－13



 
 ■

土
砂

生
産
領

域
C
の

侵
食

深
 

ガ
リ

ー
お
よ

び
流

路
で

、
下
方

・
側
方

へ
の
侵
食

が
卓
越

し
て

お
り

、
一

部
河

床
に
は
溶

岩
層
が
露

出
し

て
い

る
。
 

                

図
巻
-
2
3 

土
砂

生
産
領

域
C
の

侵
食

状
況

（
上

流
付

近
）

 

                 

図
巻
-
2
4
 

土
砂

生
産

領
域

C
の

侵
食

状
況
（

下
流

付
近

）
 

 現
地

調
査

の
結
果

、
上
流

～
中

流
付
近

の
や

や
深
い

ガ
リ

ー
で
侵

食
深

4～
5m

程
度
、
中

流
～

下
流
付

近
で

侵

食
深

2m
程

度
で

あ
り
、

土
砂

生
産
領

域
C
は

2
区

分
さ
れ

た
。

 

 

現
地

で
確

認
し
た

侵
食

深
を
踏

ま
え

て
、
平

均
侵

食
深

を
3
.
0
m
に

設
定
 

  ②
生
産

土
砂
量

の
推

定
 

各
領

域
の

侵
食
深

（
崩
壊

深
）
、
お

よ
び

領
域
面

積
、
生

産
土

砂
量
を

以
下

に
示
す

。
 

 

表
巻
-
1
 

各
土

砂
生
産
領

域
で
の

侵
食

深
（

崩
壊
深
）
、

領
域

面
積

、
生
産

土
砂

量
 

土
砂

生
産

領
域

平
均

侵
食

深
（

崩
壊

深
）

(
m
)

領
域

面
積

(
m
2
)

生
産

土
砂

量

(
m
3 )

A
1

4
2
,
7
0
0

4
3
,
0
0
0

B
0
.
3

1
1
4
,
6
0
0

3
4
,
0
0
0

C
3

4
,
2
0
0

1
2
,
0
0
0

1
6
1
,
5
0
0

8
9
,
0
0
0

A
1

3
2
,
9
0
0

3
3
,
0
0
0

B
0
.
3

7
1
,
6
0
0

2
1
,
0
0
0

C
3

3
,
7
0
0

1
1
,
0
0
0

1
0
8
,
2
0
0

6
5
,
0
0
0

A
1

9
,
4
0
0

9
,
0
0
0

B
0
.
3

4
0
,
2
0
0

1
2
,
0
0
0

C
3

0
0

4
9
,
6
0
0

2
1
,
0
0
0

3
1
9
,
3
0
0

1
7
5
,
0
0
0

合
計

本
川

小
計

左
支

川

小
計

右
支

川

小
計

 

       

侵
食

深
4m

～
5m

程
度

 

侵
食

深
2m

程
度

 

巻－14



 
 ○

発
生

流
木
量

の
試

算
 

①
流
木

発
生
範

囲
の
把

握
 

                                    

                                       
 
 
  
 
 
 
  
 
 
 
  
 
 
  
 
 
 
  
 
 
  
 
 
 
  
 
  

  
 
  

 
 
 
図

巻
-
2
5 

流
木

発
生

領
域

の
分
布

状
況

凡
 

例
 

土
砂

移
動

範
囲

(崩
壊

・
流

下
・
堆

積
域

) 

流
木

の
発

生
域

 

判
読

し
た

土
砂

移
動

範
囲

の
中

で
、

崩
壊

前
か

ら
立

木
が

存
在

し

て
い

た
範

囲
を

流
木

の
発

生
域

と
し

た
。

そ
の

た
め

、
市

街
地

の
住

宅
周

辺
に

位
置

す
る

樹
林

も
発

生
域

と
し

て
抽

出
し

て
い

る
。

 

大
金

沢
(右

支
川

) 

大
金

沢
(本

川
) 

大
金

沢
(左

支
川

) 

巻－15



 
 ②

材
積

の
設
定

 

流
木

発
生
領

域
の
境

界
に

残
存
す

る
立

木
に
つ

い
て

5m
四
方
の

立
木

調
査
を

実
施

し
、
樹

木
材
積

を
設

定
し
た

。

な
お
、

立
木
調

査
は
広

葉
樹

で
2
箇

所
、

針
葉
樹

で
2
箇
所
の

合
計

4
箇
所

で
実
施

し
た

。
 

 

表
巻
-
2
 
単

位
面

積
あ
た

り
の

樹
木
材
積

 

広
葉

樹
0
.
0
2
9

針
葉

樹
0
.
0
7
8

単
位

面
積

あ
た

り
の

樹
木

材
積

(
m
3
/
m
2
)

 

 

 
 

  
 

図
巻

-
2
6 

立
木

調
査
の
状

況
 

      

③
発
生

流
木
量

の
試

算
 

各
領

域
の

流
木
材

積
、
領

域
面

積
、
お

よ
び

発
生
流

木
量

を
以
下

に
示

す
。
 

 

表
巻

-
3 

発
生
流

木
量

 

領
域

面
積

(
m
2
)

樹
木

材
積

(
m
3
/
m
2
)

発
生

流
木

量

(
m
3
)

広
葉

樹
1
0
6
,
6
1
0

0
.
0
2
9

3
,
1
0
0

針
葉

樹
4
5
,
6
9
0

0
.
0
7
7
5

3
,
5
0
0

広
葉

樹
7
8
,
6
8
0

0
.
0
2
9

2
,
3
0
0

針
葉

樹
3
3
,
7
2
0

0
.
0
7
7
5

2
,
6
0
0

広
葉

樹
3
4
,
0
2
0

0
.
0
2
9

1
,
0
0
0

針
葉

樹
1
4
,
5
8
0

0
.
0
7
7
5

1
,
1
0
0

広
葉

樹
1
,
4
0
0

0
.
0
2
9

0

針
葉

樹
6
0
0

0
.
0
7
7
5

0

広
葉

樹
1
,
4
7
0

0
.
0
2
9

0

針
葉

樹
6
3
0

0
.
0
7
7
5

0

小
　

計
3
1
7
,
4
0
0

1
3
,
6
0
0

広
葉

樹
2
7
,
5
1
0

0
.
0
2
9

8
0
0

針
葉

樹
1
1
,
7
9
0

0
.
0
7
7
5

9
0
0

小
　

計
3
9
,
3
0
0

1
,
7
0
0

3
5
6
,
7
0
0

1
5
,
3
0
0

1
1
2
,
4
0
0

樹
種

別
領

域
面

積
の

内
訳

（
m
2
）

本
川

1
5
2
,
3
0
0

本
川

堆
積

工
上

流
域

左
支

川

右
支

川
4
8
,
6
0
0

本
川

堆
積

工
2
,
0
0
0

支
川

堆
積

工
2
,
1
0
0

下
流

域
3
9
,
3
0
0

合
　

　
計

本
川

堆
積

工
下

流
域

 

※
樹
種
別

の
領
域

面
積
の

内
訳
は

、
土
木

研
究
所
の
調
査

報
告
（
第

1
報
）
に
お
け
る
流
木

の
樹

種
の
割
合
（
広

葉
樹

7
0
%、

針
葉

樹
3
0
%）

を
参
考
に

同
割
合

と
仮
定
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 ○

堆
積

土
砂
量

の
試

算
 

土
砂

堆
積
領

域
に

つ
い

て
、
現

地
確
認

状
況
よ
り

明
瞭
な

土
砂

堆
積

が
確

認
で

き
る
領
域

と
そ
れ
以

外
の

領
域

に
分
類

し
、
明

瞭
な
土

砂
堆

積
域
の

堆
積

深
を
一

律
0.
5m
、

そ
れ
以

外
の

堆
積
域

を
一

律
0.
2m

に
設
定

し
た
。

 

＜
明
瞭

な
土
砂

堆
積
域

の
状

況
＞
 

 

 
 

＜
そ
れ

以
外
の

堆
積
域

の
状

況
＞
 

 

 
 

 

 

表
巻
-
4
 

堆
積

域
に
お
け

る
堆
積

土
砂

量
 

土
砂

堆
積

深
(
m
)

領
域

面
積

(
m
2
)

堆
積

土
砂

量

(
m
3 )

主
堆

積
域

0
.
5

4
0
0

0

上
記

以
外

0
.
2

0
0

主
堆

積
域

0
.
5

6
,
5
0
0

3
,
0
0
0

上
記

以
外

0
.
2

2
0
,
5
0
0

4
,
0
0
0

主
堆

積
域

0
.
5

6
,
9
0
0

3
,
0
0
0

上
記

以
外

0
.
2

0
0

3
4
,
3
0
0

1
0
,
0
0
0

主
堆

積
域

0
.
5

1
8
,
8
0
0

9
,
0
0
0

上
記

以
外

0
.
2

1
5
4
,
0
0
0

3
1
,
0
0
0

1
7
2
,
8
0
0

4
0
,
0
0
0

2
0
7
,
1
0
0

5
0
,
0
0
0

主
堆

積
域

0
.
5

1
3
,
9
0
0

7
,
0
0
0

上
記

以
外

0
.
2

1
0
9
,
7
0
0

2
2
,
0
0
0

1
2
3
,
6
0
0

2
9
,
0
0
0

下
流

域
流

域
外

合
　

　
　

　
　

計

合
　

　
　

計

小
　

　
　

　
　

計

小
　

　
　

　
　

計

本
川

堆
積

工
上

流
域

本
川

堆
積

工
下

流
域

本
川

左
支

川

右
支

川

下
流

域
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 ○

流
木

堆
積
量

の
試

算
 

各
流

域
の
流

木
堆
積

深
、

領
域
面

積
、

及
び
流

木
堆

積
量
を

以
下
に

示
す

。
 

 

表
巻
-
5
 
各

流
域

の
流
木
堆

積
深

、
領
域

面
積

、
流
木

堆
積

量
 

流
木

堆
積

深
(
m
)

領
域

面
積

(
m
2
)

実
容

積
率

流
木

堆
積

量

(
m
3
)

本
川

0
.
5

2
,
3
0
0

0
.
3

3
0
0

左
支

川
0
.
5

5
,
5
0
0

0
.
3

8
0
0

右
支

川
0
.
5

1
,
1
0
0

0
.
3

2
0
0

本
川

堆
積

工
1

3
,
0
0
0

0
.
3

9
0
0

支
川

堆
積

工
1

2
,
1
0
0

0
.
3

6
0
0

下
流

域
1

1
1
,
4
0
0

0
.
3

3
,
4
0
0

2
5
,
4
0
0

6
,
2
0
0

下
流

域
流

域
外

1
4
,
9
0
0

0
.
3

1
,
5
0
0

合
計

 

 ※
流

木
の
堆

積
深

は
箇

所
に

よ
り
堆

積
深

が
異

な
る

が
、

現
地

踏
査
に

よ
り

確
認

さ
れ

た
堆

積
状

況
を
勘

案
し

て
本

川
堆

積
工

の
上

流

（
左
支
川

流
域
、

本
川
流

域
、
右

支
川
流

域
）
で

一
律
に

0
.5
m、

下
流
で

1
.0
m
と
仮
定
し
た
。
 

 ※
実
績
容

積
率
は

以
下
の

論
文
よ

り
引
用
 

 
清
水

 収
,山

地
流
域
に

お
け
る

流
木
天

然
ダ
ム

の
形
成
・
破
壊

と
流
木
の
流
出

過
程

,砂
防
学
会
誌

,v
o
l6
2
,N
o
.3
,
P.
3
-1
3,
2
0
09
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 ○

伊
豆

大
島
に

お
け

る
現
行

の
火

山
砂

防
計

画
 

表
巻
-
6
 
現

行
の

伊
豆
大

島
総

合
溶
岩
流

対
策

基
本
計

画
と

火
山
噴

火
緊

急
減

災
対
策

砂
防

計
画

の
目
的
・

想
定

比
較

 

項
 
目
 

【
基
本
対
策
】
大
島
総
合
溶
岩
流

対
策
基
本
計
画
（
平
成
２
年
度
）
 

※
平
成

1
7
年
度
お
よ
び

20
年
度
に
一
部
見

直
し
 

【
緊

急
減
災
対
策
】
伊
豆
大
島
火
山
噴
火
緊
急
減
災

対
策
砂
防
計
画
（
案
）（

平
成

2
2

年
度

）
 

備
 
考
 

対
策

の
目
的
 

①
人
命
 

②
財
産
の

保
護

 
 

文
章
出
典
：
「
伊
豆
大
島
総
合
溶
岩
流
対
策
調
査
委
託
（
そ
の
２
）
 
 

第
１
編
 
調
査
概
要
及
び
検
討
結
果
報
告
書
」（

平
成
元
年
度
）
 

①
人
命

の
保
護

 

②
住
民

の
避
難

に
必
要

な
主

要
避
難

経
路

等
へ
の

土
砂

流
出
被

害
を

軽
減
 

③
避
難

誘
導
に

必
要
な

土
砂

災
害
の

危
険

範
囲
予

測
情

報
を
、
大
島

町
・
大

島

警
察
署

な
ど
の

各
防
災

関
係

機
関
に

提
供

す
る
こ

と
に

よ
る
避

難
対

策
支
援

 
 
 文

章
出
典
：
「
伊
豆
大
島
火
山
噴
火
緊
急
減
災
対
策
砂
防
計
画
（
案
）
」（

平
成

22
年
度
）
 

 

計
画
対
象
 

現
象
・
規
模
 

溶
岩
流
 

山
頂
噴
火
 

1
3
5
±
5
0
年
確

率
の
大
規
模
噴
火
：
 

1
億

m
3  

う
ち

2
,0
0
0
万

m3
が
西
側
外
輪
か

ら
野
増
地
区
方
向
に
越

流
 

実
施
対
策
 

・
ハ
ー
ド
対
策
 

 
 
お
よ
び
 

・
ソ
フ
ト
対
策
 
 

山
頂

噴
火
 

具
体

的
規

模
（

量
）

は
事

前
に

予
測
困

難
な

た
め
、
設
定
し
な
い
 

実
施

対
策
 

・
原

則
ソ

フ
ト

対
策

の

み
実

施
 

（
噴

火
位

置
や

噴
出

量

に
よ

り
対

応
可

能
な

場
合

は
ハ

ー
ド

対
策

を
実

施
）
 

平
成

2
5
年
度
現
在
の
総
合
溶

岩
流
対

策
で

は
、

山
頂

噴
火

に
よ

る
ハ

ー
ド

対
策
 
（
野
増
地
区
の
溶
岩
導

流
堤
）

の
み
実
施
さ
れ

て
い
る
。
 

側
噴
火
 

最
近
約

2
,0
0
0
年
間
の
最
大
規
模
：
 

1
,
6
0
0
万

m
3  

側
噴

火
 

降
灰

後
の

降
雨

に
よ

る
土

石
流
 

山
頂

噴
火

後
 

1
億

m
3
の
降
灰
噴
出
を
伴
う
山
頂

噴

火
が
発
生
し
た
後
に
、
1
0
0
年
超

過

確
率

規
模

の
降

雨
が

あ
っ

た
場

合

の
土

石
流

【
日

雨
量

：
4
7
0m
m
、

時

間
雨
量
：
11
5
m
m
】
 

山
頂

噴
火
と
 

側
噴

火
双
方
 

（
火

口
は

特
定

し
な

い
）
 

・
ハ

ー
ド
対

策
は
、

雨
量

30
m
m
/
日

の

降
雨
に
よ
り
発

生
す
る
土
石
流

1
回

分
の

粗
土

砂
を

捕
捉
す

る
こ
と

を
効

果
目
標
と
す
る
 

・
ソ

フ
ト

対
策

は
、

降
灰

域
把

握
と
土

石
流
発
生
検
知

を
可
能
な
限
り
実
施
 

実
施

対
策
 

・
ハ

ー
ド
対
策
 

 
 

お
よ
び
 

・
ソ

フ
ト
対
策
 

・
緊

急
減

災
想

定
に

お
い

て
、

伊
豆

大
島
の
日
雨

量
3
0
mm

は
１
年
間
に

1
0
回
程
度
発
生
す
る
降
雨
（
※
こ

の
効

果
目

標
を

達
成

で
き

な
い

渓

流
も
存
在
す

る
）
 

そ
の
他
の
土
砂
移
動
現
象
 

（
火

山
灰

・
ス

コ
リ

ア
降

下
、
岩
塊
投
出
、
火
砕
流
、

火
砕
サ
ー
ジ
、
山

体
崩

壊
・

岩
屑
な
だ
れ
）
 

計
画
の

対
象
外

 

・
基
本
的
に
噴
火
に
伴
う
全
表
面
現
象
（
土

砂
移
動
現
象
）
を
対
象
と
し
、
こ
の
う

ち

溶
岩

流
と
土
石
流
を
主
体
と
す
る
。
そ
の
他
の

現
象
は
緊
急
減
災
ソ
フ
ト
対
策
の
対

象
と

す
る
。
 

 
但
し

、
カ
ル
デ
ラ
噴
火
に
伴
う
陥
没
や
、
全
島
を
覆
う
よ
う
な
大
規
模
な
火
砕
流
は

ソ
フ

ト
対
策
で
も
対
象
外
と
す
る
。
 

緊
急

減
災

対
策

に
お

い
て

、
カ

ル
デ

ラ
噴

火
発

生
が

予
想

さ
れ

た
際

に

は
、

直
ち

に
全

島
的

な
避

難
が

必
要

で
あ
る
と
さ
れ

た
。
 

対
策
箇
所
 

【
全
体
計
画
】
 

1
9
渓
流
４
地
区
：
元
町

・
野
増
・
岡
田
・
波
浮
 

基
本
的

に
全
島
 

 

溶
岩
流
 

【
ハ

ー
ド

対
策
】
 

４
地
区
：
溶
岩
導
流
堤
 
４
基
 

対
策
の
対
象
外
 

平
成

2
5
年
度
現
在
の
総
合
溶

岩
流
対

策
で

は
野

増
地

区
（

大
宮

沢
）

の
溶

岩
導
流
堤
の
み

整
備
 

【
ソ

フ
ト

対
策
】
 

土
石
流
・
溶
岩
流
監
視
装
置
（
大

島
支
庁
）
 

火
口

位
置
（
特
に
側

噴
火
）
や
流
下

方
向
を
把
握
可
能
な
位
置
に
監
視
カ
メ
ラ
設
置
（
全

1
4
箇
所
へ
の
設
置
を
計
画
）

 

 

降
灰
後
の

降
雨
に
よ

る
土
石
流
 

【
ハ

ー
ド

対
策
】
 

1
9
渓
流
：
堆
積
工

7
基

、
捕
捉
工

8
0
基
、
流
路
工

21
.
9
㎞
 

総
合

溶
岩
流
対
策
の
未
整
備
渓
流
に
加
え

、
下
流
に
保
全
対
象
が
あ
る

4
つ
の
土
石
流

危
険

渓
流
（
総
合
溶
岩
流
対
象
外
）
に
つ

い
て
、
大
型
土
の
う
ま
た
は

P
C
ブ
ロ
ッ

ク

に
よ

る
仮
設
堰
堤
工
を
施
工
 

 

【
ソ

フ
ト

対
策
】
 

雨
量
計
、
土
石
流
・
溶
岩
流
監
視

装
置
（
大
島
支
庁
）
 

・
監

視
カ
メ
ラ
（
全

1
4
箇
所
）
に
よ
る
降
灰
域
把
握
 

・
降
灰
量
計
（
自
動
・
簡
易
合
計

2
1
箇
所
）
、
お
よ
び
土
砂
移
動
検
知
セ
ン
サ

ー
（
下

流
に

主
要
避
難
港
・
主
要
集
落
 
が
あ
る
渓
流
：
2
0
箇
所
程
度
）

の
機
器
整
備
 

総
合

溶
岩

流
対

策
で

は
、

雨
量

計
を

４
基

配
置

、
リ

ア
ル

タ
イ

ム
雨

量
観

測
を
実
施
中
（

平
成

2
5
年
度
現
在
）
 

そ
の
他
の
対
象
現
象

（
火
山

灰
・
ス
コ
リ
ア
降
下
、
岩
塊
投
出
、
火

砕
流
、
火
砕
サ
ー
ジ
、
岩
屑
な
だ
れ
）
 

対
策
の
対
象
外
 

監
視

カ
メ
ラ
（
全

1
4
箇
所
）
に
よ
る
各
現
象
状
況
把
握
 

 

主
な
保

全
対
象
 

・
人
命
 

・
資
産
 

・
人

命
 

・
主

要
避
難
経
路
、
避
難
港
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 ○

大
金

沢
に
お

け
る

計
画
流

出
土

砂
・

流
木

量
算
定
の

考
え

方
 

１
）
移

動
可
能

土
砂
量

 

移
動
可
能

土
砂

量
は
、

現
行
計

画
と

同
様
に

以
下

の
よ
う

に
設

定
す
る

。
 

   

①
崩

壊
可
能

土
砂
量

 

大
金

沢
の
崩

壊
可
能

土
砂

量
は
、
谷

密
度
が

低
く

、
谷
の

形
成

が
進
ん

で
い

な
い
地

形
条
件

を
考

慮
し
、
今

後
も
平
成

25
年

度
台

風
26

号
に
よ

り
発

生
し
た

崩
壊

と
同
様

の
現
象

を
想

定
し
て

以
下

の
よ
う

に
設

定
す
る

。 

    こ
こ

で
、
新
規

崩
壊
可

能
土

砂
量
、
再

崩
壊
可

能
土

砂
量
、
斜

面
侵
食

可
能

土
砂
量

を
以

下
の
よ

う
に

定
義

す
る
。
 

    な
お

、
新

規
崩

壊
可
能

土
砂

量
、
再
崩

壊
可
能

土
砂

量
、
斜
面

侵
食
可

能
土

砂
量
を

以
下

の
計
算

式
で

算
出

す
る
。
 

    こ
こ
で

、
A
S
：
斜
面

傾
斜

が
概
ね

25
度
以

上
の
領

域
面

積
、
A
L
：
平

成
25

年
台
風

2
6
号
に
伴

い

崩
壊

し
た
領

域
の
面

積
、

A E
：

平
成

2
5
年
台
風

26
号
に

伴
い
侵

食
が

あ
っ
た

概
ね

25
°

以
下
の

斜

面
領

域
の
面

積
で
あ

る
。

ま
た
、

平
成

25
年
台
風

26
号
に

伴
う
崩

壊
実

績
か
ら

、
平

均
崩
壊

深
を

1
.
0
m
、
平
均

侵
食
深

を
0.
3
m
、

崩
壊

面
積
率

を
1
3
%
に
設
定

し
た
。

 

 

        

 ②
渓
床

堆
積
土

砂
量
 

渓
床

堆
積
土

砂
量

は
、
現

行
計
画

と
同

様
に
以

下
の

よ
う
に

算
出

す
る
。

 

   ※
大

金
沢
で

は
、

台
風

26
号

に
伴

い
渓
床

堆
積

物
が
洗

掘
さ
れ

て
い

る
が
、

今
後

再
堆
積

が
生

じ
、
そ

の

後
流

出
土

砂
と
な

る
も

の
と
し

て
計

画
対
象

量
に

見
込
む

こ
と
と

す
る

。
 

 

③
流
出

降
灰
量

 

流
出
降

灰
量
は

、
現
行

計
画

と
同
様

に
渓

床
上
（

0
次
谷

以
上
）

の
降

灰
量
、

リ
ル

か
ら
の

流
出
火

山
灰

と

ガ
リ

ー
か
ら

の
流

出
火
山

灰
の

合
計
値

と
し
た

。
 

    

               ２
）

運
搬

可
能
土

砂
量
 

      

移
動

可
能

土
砂
量

 
＝
「

①
崩

壊
可
能

土
砂

量
」
＋

「
②

渓
床
堆

積
土

砂
量
」

＋
「
③

流
出

降
灰
量

」
 

崩
壊

可
能

土
砂
量

 
＝
「

新
規

崩
壊
可

能
土

砂
量
」

 

＋
「
再
崩

壊
可

能
土
砂

量
」

＋
「
斜

面
侵

食
可
能

土
砂
量

」
 

＜
崩
壊

面
積
率

の
設

定
＞
 

 
平
成

2
5
年
台
風

26
号
で

は
斜
面

勾
配

25
度
以

上
で

崩

壊
が
発

生
し
て

い
た

。
そ
こ

で
、
①
「
斜

面
傾

斜
が
概

ね
25

度
以
上

の
領
域

面
積

」
に
対

す
る

、
②
「

平
成

25
年

台
風

26
号

に
伴

い
崩
壊

し
た

領
域
（

既
存

崩
壊
地

）」
の
面

積
の

割
合
を

「
崩
壊

面
積

率
」
と

し
た

。
 

②
（

85
千

m
2
）
／

①
（

6
5
7
千

m
2
）
＝
崩

壊
面
積

率
（

1
3％

） 

大
金

沢
(右

支
川

) 

大
金

沢
(本

川
) 

大
金

沢
(左

支
川

) 

  
 

  
既

存
崩
壊
域
 

  
 
  
  
概
ね
傾
斜

25
°
以
下
の
侵
食
斜
面

 

 
 

 
 傾

斜
25
°
以
上
の
斜
面
 

 
 

 
 概

ね
傾
斜

25
°
以
上
の
斜
面
を
 

 
 

 
 含

む
領
域
 ○
新
規

崩
壊

可
能
土

砂
量

：
既
存

崩
壊

地
以
外

の
領
域

で
、

新
た

に
崩
壊

し
た
場

合
の
土

砂
量

 

○
再
崩

壊
可

能
土
砂

量
：

既
存
崩

壊
地

が
、
深

さ
方
向

に
拡

大
崩
壊

し
た
場

合
の
土
砂

量
 

○
斜
面

侵
食

可
能
土

砂
量

：
台
風

26
号
で

侵
食
が

卓
越

し
た
概

ね
25
°
以

下
の
斜

面
の

侵
食
土

砂
量

 

新
規
崩

壊
可

能
土
砂

量
＝

（
As
－

A L
）

×
平

均
崩
壊

深
（

1m
）
×

崩
壊

面
積
率

（
13
%）

 

再
崩
壊

可
能

土
砂
量

＝
A
L
×
平

均
崩
壊

深
（

1m
）
×

崩
壊

面
積
率

（
13
%）

 

斜
面
侵

食
可

能
土
砂

量
＝

A E
×

平
均
侵

食
深

（
0
.
3
m
）
 

渓
床

堆
積
土

砂
量

 
＝
「

平
均
渓

床
幅

」
×
「

平
均

堆
積
深

」
×

「
渓
流

長
（

1
次
谷
以

上
を

対
象
）
」
 

＜
計

画
降
灰

量
の

想
定
＞

 

 
降

灰
深

に
つ

い
て

は
、
「

伊
豆

大
島

総
合

溶

岩
流

対
策

検
討

会
」
（

平
成

元
年

度
実

施
）

に

お
い

て
想
定

さ
れ

た
大
規

模
噴
火

時
（

総
噴
出

量
1
億

m
3
）
の
計

画
火
山

灰
等
厚

線
図

を
用
い

て
想

定
す
る

。
 

（
大
規
模
噴
火
時
の
計
画
火
山
灰
等
厚
線
図
）

 

流
出

降
灰
量

 
＝

「
渓
床

上
（
0
次
谷
以

上
）
の

降
灰

量
」
 

＋
「
リ

ル
か
ら

の
流

出
降
灰

量
」

＋
「
ガ

リ
ー

か
ら
の

流
出
降

灰
量

」
 

平
成

25
年

台
風

2
6
号
に
伴

う
土

砂
移
動

堆
積

物
は
、

過
去
の

火
山

噴
出
物

で
あ

っ
た
と

考
え

ら
れ
、

細
粒

成
分

が
多
く

、
大

径
礫
は

含
ま

れ
て
い

な
か

っ
た
。

そ
こ
で

、
運

搬
可

能
土

砂
量

は
、
火

山
灰

を
泥

水
と
し

て
扱

っ
た
土

砂
量

を
採

用
す
る
。

 

巻－20



 
 ３

）
計

画
流
出

土
砂
量

 

【
計
画

降
雨
時

（
10
0
年
超
過

確
率

24
時
間
雨

量
）
】
 

    

【
平
年

流
出
土

砂
量
】

 

                        大
金

沢
の
平

年
流
出

土
砂

量
は
、
新

旧
の
火

山
噴

出
物
か

ら
な

る
桜
島

の
上

腹
部
（
西

道
川
流

域
）
に

お
け
る

比
流
出

土
砂
量

（
19
92

年
か
ら

20
03

年
ま

で
の

12
年
間
の

平
均
値

）
を

用
い
て

試
算

し
た
。

 

○
桜
島
の

上
腹

部
（
西

道
川
流

域
）

に
つ
い

て
 

桜
島

の
斜
面

は
火
山

活
動

に
伴
う

火
山

灰
や
火

山
ガ

ス
に
よ

り
森
林

植
生

が
後
退

し
、
非
常

に
荒

廃
し
た

状
態

に
あ

り
、

表
面

流
等

に
よ

り
侵

食
さ

れ
や

す
い

状
態

に
あ

る
。

山
腹

で
は

侵
食

、
斜

面
崩

壊
が

頻
繁

に
発

生
し

、
多
量

の
土

砂
が
下

流
部

へ
流
出

し
て
い

る
。

 
 

 ４
）

計
画

流
出
流

木
量
 

計
画

流
出
流

木
量

は
、
現

行
計
画

と
同

様
に
以

下
の

よ
う
に

設
定

す
る
。

 

   

①
流
域

内
で
発

生
す
る

流
木

量
 

大
金
沢

の
流
域

内
で
発

生
す

る
流
木

量
は

平
成

25
年

台
風

2
6
号
の

流
木

発
生
状

況
を

踏
ま
え

て
以

下
の
計

算
式

で
算
出

す
る

。
 

      こ
こ
で

、
傾
斜

25
°

以
上

で
災
害

に
よ

り
裸
地

化
し

た
既
存

崩
壊
地

、
お

よ
び
傾

斜
25
°
以

下
で

侵
食
が

卓
越

し
た
斜

面
侵

食
領
域

に
つ

い
て
は

植
生
が

回
復

し
た
段

階
を

想
定
し

、
流

木
の
発

生
を

見
込
む

※
も
の

と

し
た

。
 

崩
壊

面
積
率

は
、
崩
壊

可
能

土
砂
量

算
出

時
に
用

い
た

値
を
使

用
す
る

。
ま
た

、
単

位
面

積
あ
た

り
の

樹
木

材
積
は

伊
豆
大

島
固
有

の
植

生
を
考

慮
し

、
現
地

調
査

に
基
づ

き
設

定
す
る

も
の
と

す
る

。
 

 

②
流
木

発
生
率

 

流
木
流

出
率

は
、
平

成
25

年
台

風
26

号
に

よ
る

大
金

沢
本

川
堆
積

工
上

流
域

の
流
木

発
生

量
（
1
3
,
6
00
m
3
）

お
よ

び
流

出
量

（
1
2
,
3
0
0m

3
）

を
考
慮

し
0
.9

と
す
る

。（
現
行
計

画
で

は
、
砂

防
基

本
計
画

策
定

指
針
に

則

り
0
.9

を
採
用

し
て
お

り
、

今
回
の

実
績

と
同
値

と
な

る
。
）

 

 

５
）

計
画

対
象
量

 

上
述
の

考
え
方

に
基
づ

き
算

定
し

た
計

画
流

出
土

砂
量

お
よ

び
計

画
流

出
流

木
量

を
以

下
に

整
理

し
て

示
す

。
 

 

表
巻
-
7
 
計

画
対

象
量

 
（
土
砂
量
・
流
木
量
：
×
10

3 m
3 ）

 
 
 
 
 
 

 
移
動

可
能
 

土
砂
量
 

運
搬

可
能
 

土
砂

量
 

計
画
流
出

土
砂
量
 

計
画
流
出

流
木
量
 

計
画

降
雨
時
 

平
年
流
出
 

土
砂

量
 

右
支

川
 

53
.5
 

77
.
7 

5
3
.
5
 

6
.
0
 

(
/
年

)
 

1
.
0 

本
川
 

72
.3
 

74
.
7 

7
2
.
3
 

2
.
3 

左
支

川
 

86
.5
 

10
7.

4 
8
6
.
5
 

2
.
0 

全
流

域
 

21
2.
3 

25
9.

8 
2
1
2
.
3
 

5
.
3 

※
計
画
流
出
土
砂
量
（
計
画
降
雨
時
）
は
、
移
動
可
能
土
砂
量
と
運
搬
可
能
土
砂
量
を
比
較
し
て
、
小
さ
い
値
を
採
用

 

赤
谷

崩
壊

地
の

状
況

（
平

成
2
5

年
5

月
2
3

日
撮

影
）
 

（
参

考
）
裸

地
化

し
た
斜

面
は

、
そ
の

後
の

降
雨
に

よ
り

不
安
定

土
砂

の
再
移

動
（

再
崩
壊

）、
表
面

侵

食
が

卓
越
す

る
こ

と
が
知

ら
れ
て

い
る

。
 

〔
参

考
事
例

〕
 

 
○

平
成

12
年

三
宅

島
噴
火

 

･･
･山

腹
が

降
灰

、
火
山

ガ
ス

に
よ
り

裸
地
化

し
た

結
果
、

顕
著

な
土
砂

生
産

が
継
続

し
た

。
 

 
○

平
成

23
年

紀
伊

半
島
豪

雨
災

害
（
赤

谷
）

 

 
 

･･
･大

規
模

な
斜

面
崩
壊

が
発

生
し
た

赤
谷

で
は
、
そ

の
後
の

降
雨

の
た
び

に
崩

壊
斜
面

の
再

崩
壊

や
表
面

侵
食
が

継
続
し

た
た

め
、
斜

面
対

策
を
実

施
し

た
。
 

平
年

流
出

土
砂
量

＝
西

道
川
流

域
に

お
け
る

比
流

出
土
砂

量
×
 

（
伊
豆

大
島

に
お
け

る
年

平
均
降

水
量

 /
 西

道
川

流
域

に
お
け

る
年

平
均
降

水
量
）
 

計
画
降

雨
時
の

計
画
流

出
土

砂
量
は

、
現

行
計
画

と
同

様
に
移

動
可

能
土
砂

量
と

運
搬

可
能
土

砂
量

を
比

較

し
て
小

さ
い

方
を
採

用
す

る
。

 

今
回

の
土

砂
移

動
に

伴
い

広
い

範
囲

が
裸

地
化
し

た
大

金
沢
の

斜
面

か
ら
は

、
計

画
降

雨
よ

り
も

規
模
の

小

さ
い

降
雨

（
平

常
時

の
降
雨

）
で
土

砂
流

出
が

生
じ

る
と

考
え

ら
れ

る
。

斜
面
対

策
に
よ

る
植

生
回

復
等
に

は

時
間

が
か

か
る

こ
と

を
考
慮

し
、
植

生
回

復
等

ま
で

の
期

間
を

対
象

と
し

た
短
期

的
な
土

砂
流

出
対

策
を
検

討

す
る

必
要

が
あ
る

た
め

、
平

均
的

な
年

間
降

雨
で
流
出

す
る

土
砂
量

を
平

年
流
出

土
砂

量
と

し
て
見

込
む

。
 

計
画
流

木
流
出

量
＝

「
流
域

内
で

発
生
す

る
流

木
量
」

×
「

流
木
流

出
率
」

 

流
域
内

で
発
生

す
る

流
木
量

＝
「

概
ね
傾

斜
25

度
以
上
の

斜
面

領
域
面

積
 

×
崩
壊

面
積

率
（
13
％
）

×
単
位

面
積
あ

た
り

の
樹
木

材
積

」
 

+「
台
風

26
号
で
侵

食
が

卓
越
し

た
概
ね

傾
斜

25
度
以

下
の
斜

面
領
域

 

×
単

位
面

積
あ
た

り
の

樹
木
材

積
」
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 ○

計
画

流
下
許

容
土

砂
量
と

し
て

扱
う

細
粒

土
砂
の
設

定
方

法
 

①
 海

域
に

到
達
す

る
と

想
定
さ

れ
る
細

粒
土

砂
成
分

の
割

合
 

平
成

25
年
台
風

26
号
で

生
じ
た

土
砂

移
動
で

は
、
山
腹

に
堆
積

し
て

い
た
過

去
の

火
山
噴

出
物
で

あ
り

、
そ

の
構
成

材
料
は

細
粒
成

分
は

主
で
あ

っ
た

。
伊

豆
大
島

の
よ

う
な
火

山
地

域
で
は

、
崩

壊
に

伴
い
生

産
さ

れ
た
土

砂
の
一

部
は
、

流
域
内

に
堆

積
せ
ず

に
海

域
に
達

す
る

と
考
え

ら
れ

る
。
 

そ
こ

で
、
い

く
つ
か

の
手

法
に

よ
り

海
域

に
到

達
す

る
と

想
定

さ
れ

う
細

粒
土

砂
成

分
の

割
合

を
推

定
し

た
。
 

 ＜
推
定

１
＞
実

績
に
基

づ
く

推
定
 

 
平
成

2
5
年
台
風

26
号
台

風
に
伴

い
生

産
さ
れ

た
土

砂
と
、
海

域
に
到

達
し

た
土
砂

の
割

合
を
写

真
判

読
結
果

お
よ
び

現
地
調

査
に
よ

り
推

定
し
た

。
 

 

全
生

産
土

砂
量

 
1
7
5､
5
00
m
3
 
  
 

海
へ

の
流

出
量

 
 
4
9､
4
00
m
3
 
  
 

海
へ
の

流
出
率

 
：
2
8
% 

  ＜
推
定

２
＞
沈

降
条
件

お
よ

び
粒
度

分
布

に
基
づ

く
推

定
 

●
土
砂

移
動
の

継
続
時

間
 

防
災

科
学
研

究
所
設

置
の

地
震
計

に
よ

る
振
動

波
形

を
継
続

時
間
は

1
～

2
分

程
度

 

                 

出
典
：
「
防

災
科

研
の
火

山
観

測
施
設

で
観
測

さ
れ

た
伊
豆

大
島

の
土
砂

災
害

に
伴
う

震
動

」
 
 

 

（
防

災
科
学

技
術

研
究
所

 
地
震

・
火

山
防
災

研
究

ユ
ニ
ッ

ト
）

 
 
 

 

●
土

砂
移

動
の
間

に
沈
降

が
可

能
な
粒

径
 

泥
流
の

水
深
を

1～
3m

程
度
と
仮

定
す

る
と
継

続
時

間
で
あ

る
2
分

間
に

沈
降

す
る

た
め

に
は

、
0
.
8
c
m
/
s 

(
水

深
1m

)
、

2
.
5c

m
/s

(
水

深

3
m)

の
沈

降
速
度

が
必
要

と
な

る
。

こ
の

沈
降
速

度
を

生
じ

さ
せ
る

粒

径
を

R
u
be
y

の
式

を
使

っ
た

グ
ラ

フ
か

ら
読

む
と

0
.0
0
9m
m
(1
m
)
と

0
.0
2
mm
(
3
m)
と

な
る

。
 

 

→
0.
0
2
mm

以
下

の
土

砂
は

海
へ

流
出

 

    

出
典

：
水

理
公

式
集

(土
木

学
会

)よ
り

 

  ●
粒

度
分

析
結
果

か
ら

 

推
定

し
た

粒
径

0
.0
2
m
m
以

下
の

量
を

既
存
の
粒
度
分
析
結

果
か
ら
推
定
す
る
と

1
5
～

25
%
と

な
る
。
 

       ②
 対

策
期
間

に
応
じ

た
対

象
土
砂

量
 

中
長

期
対

策
で
対

象
と

す
る
土

砂
量

を
次
頁

に
整

理
し
た

。
 

   

以
上
よ

り
、
伊

豆
大

島
で
は

、
1
5％

～
28
％
程
度

の
範

囲
で
、
細
粒

成
分
が

海
域

ま
で

到
達

す
る

可
能
性

が
示
唆

さ
れ

た
。
 

そ
こ
で

、
本

検
討
で

は
生

産
土
砂

の
う

ち
1
5
％

は
海

域
に

達
す

る
も
の

と
し
て

、
流

出
土

砂
量

か
ら
除

外
し
、

除
外

し
た
土

砂
量

を
土
砂

処
理

対
象
土

砂
量

と
し
た

。
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 ○

計
画

対
象
土

砂
量

の
考
え

方
 

                                      
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

※
 植

生
が
回
復

す
る

ま
で
の

期
間

は
、
平

均
的

な
降
雨

で
流

出
す
る

土
砂
量

と
し

て
流
域

全
体

で
6.
0
千

m3
/年

へ
の
対
策

が
必

要
。
 

図
巻
-
2
7
 

計
画

対
象
土

砂
量
の

考
え
方

 

新
規

崩
壊

可
能

土
砂

量
既

存
崩

壊
地

以
外

の
領

域
で

、
新

た
に

崩
壊

し
た

場
合

の
土

砂
量

再
崩

壊
可

能
土

砂
量

既
存

崩
壊

地
が

、
深

さ
方

向
に

再
崩

壊
し

た
場

合
の

土
砂

量

斜
面

侵
食

可
能

土
砂

量
台

風
2
6
号

で
侵

食
が

卓
越

し
た

概
ね

2
5
°

以
下

の
斜

面
の

侵
食

土
砂

量

流
出

降
灰

量

計
 画

 流
 出

 土
 砂

 量
2
1

2
.3

千
m

3

要
 整

 備
 土

 砂
 量

計
画

流
下

許
容

土
砂

量
（
河

口
に

到
達

す
る

細
粒

分
：
1
5
%
）
を

除
外

し
た

土
砂

量
1

8
0

.5
千

m
3

渓
床

堆
積

土
砂

量

渓
床

に
堆

積
す

る
土

砂
量

1
4
.7

千
m

3

大
島

大
規

模
噴

火
に

よ
る

火
山

灰
が

、
降

雨
に

よ
り

流
出

す
る

量
7

7
.7

千
m

3

平
成

25
年

台
風

26
号

災
害

前
中

長
期

対
策

で
対

象
と

す
る

土
砂

量

崩
壊

可
能

土
砂

量

【
傾

斜
2
5
°

以
上

の
斜

面
】

7
3
.7

千
m

3

1
0
.9

千
m

3

【
傾

斜
2
5
°

以
下

の
斜

面
】

3
5
.3

千
m

3

再
崩

壊
可

能
土

砂
量

新
規

崩
壊

可
能

土
砂

量

既
存

崩
壊

地
が

、
植

生
回

復
に

伴
い

深
さ

方
向

に
再

崩
壊

し
た

場
合

の
土

砂
量

斜
面

侵
食

可
能

土
砂

量

2
5
°

以
下

の
斜

面
で

侵
食

が
想

定
さ

れ
る

土
砂

量

溶
岩

層

河
道

内
に

堆
積

す
る

移
動

可
能

土
砂

量

渓
床

堆
積

土
砂

量

溶
岩

層
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 ○

対
策

施
設
効

果
の

考
え

方
 

＜
山
腹
斜

面
対

策
＞
 

                  ＜
透
過
型

堰
堤

＞
 

                 

対
策

工
実

施
範

囲
（
斜

面
安

定
化

＋
流

木
発

生
抑

制
）

新
規

崩
壊

は
発

生
し

な
い

傾
斜

勾
配

が
概

ね
2
5
°

以
上

斜
面

侵
食

は
発

生
し

な
い

既
存

崩
壊

地

再
崩

壊
は

発
生

し
な

い

傾
斜

勾
配

が
概

ね
2
5
°

未
満

流
木

凡
例

：
計

画
捕

捉
量

：
計

画
発

生
（

流
出

）
抑

制
量

越
流

部
の

天
端

位
置

を
通

る
平

常
時

堆
砂

勾
配

を
有

す
る

平
面

計
画

捕
捉

流
木

量
X

w
1

=
K

w
1

 
×

X
K

w
1

：
流

木
容

積
率

X
：

計
画

捕
捉

量

Y
：

計
画

堆
積

量

K
w

1
＜

3
0

%

土
石

流
に

よ
り

発
生

す
る

流
木

計
画

捕
捉

量
X

：
元

河
床

勾
配

：
平

常
時

堆
砂

勾
配

：
計

画
堆

砂
勾

配

土
石

流

越
流

部
の

天
端

位
置

を
通

る
平

常
時

堆
砂

勾
配

を
有

す
る

平
面

土
砂

計
画

捕
捉

土
砂

量
X

d
=

X
-

X
w

1

計
画

捕
捉

量
X

I
21

I
32

I I I
21

I
32

I
21

I
32

I

出
典

：
「
砂
防

基
本
計

画
策

定
指
針

(土
石
流

・
流
木

対
策

編
)及

び
同

解
説

」
に
基

づ
き

整
理
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 ○

大
金

沢
本
川

堆
積

工
上
流

ス
リ

ッ
ト

の
開

口
部
高
さ

に
つ

い
て
 

                     

災
害

後
の
本

川
堆
積

工
（

上
流
堆

積
工

の
状
況

）
 

（
2
0
1
3
.
1
0
.
1
9
東

京
都
撮

影
）

 

               

○
土
石

流
区

間
に

お
け
る
流

木
の

挙
動
に

つ
い

て
 

                                   

流
木

捕
捉
事

例
 

 

○
現
況

鋼
製
ス

リ
ッ
ト

の
高

さ
に
対

し
て

、
台
風

26
号

災
害

時
の
想

定
土

石
流
水

深
は

ほ
ぼ
同

程
度

で
あ

っ
た
と

考
え
ら

れ
る
。

 

・
 
現
況

鋼
製
ス

リ
ッ

ト
の
高

さ
は

3
.
0
m
 

・
 
台
風

2
6
号
災
害

時
の

想
定
土

石
流

水
深
 

3
.
0
m
（
土
石

流
ピ
ー

ク
流

量
：
約

1
,
0
0
0
m
3
/
s
と
仮

定
）
 

○
掃

流
区

間
で
洪

水
の

表
層
に

流
木

が
浮
上

し
て
流

れ
る

よ
う
に

、
土

石
流
区

間
に
お

い
て

も
土
石

流
フ

ロ

ン
ト

部
の

上
部
に

流
木

が
浮
上

し
て

移
動
す

る
こ
と

が
考

え
ら
れ

る
。

 

○
土

石
流

捕
捉
面

よ
り

上
部
に

鋼
製

部
材
が

突
出
す

る
こ

と
で
流

木
捕

捉
効
果

を
発

揮
し
て

い
る

 

→
鋼
製

部
の
高

さ
（

開
口
部

の
高
さ

）
に

余
裕
を

見
込

む
こ
と

が
重

要
と
考

え
ら

れ
る
 土
石
流

の
捕
捉

面
 

捕
捉
面
よ

り
上

部
の
鋼

製
部
 

大
金
沢

（
本
川

）
堆

積
工
詳

細
設

計
 

平
成

7
年

3
月

よ
り

 

大
金
沢
本

川
堆

積
工
補

足
設
計

(そ
の

4)
、
平

成
18

年
3
月
よ

り
平

成
7
年

3
月

よ
り
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 ○

今
後

の
大
金

沢
計

画
施
設

に
お

け
る

考
え

方
 

＜
透
過

型
堰
堤

に
お
け

る
透

過
部
設

定
の

考
え
方

＞
 

                           ＜
導
流

堤
の
高

さ
設
定

の
考

え
方
＞

 

        

出
典
：

土
石
流

・
流

木
対
策

設
計

技
術
指

針
及

び
同
解

説
よ

り
 

                              ・
余

裕
高

 

    

開
口

部
の

高
さ

開
口

部
の

幅

水
通

し
断

面

開
口

部

設
計

水
深

＜
開

口
部

の
設

定
に

つ
い

て
＞

・
開

口
部

の
高

さ
は

土
石

流
や

洪
水

の
水

深
以

上
を

確
保

し
、

計
画

捕
捉

量
に

よ
り

決
定

す
る

。

・
な

お
、

土
石

流
水

深
の

算
定

で
は

土
石

流
ピ

ー
ク

流
量

を
経

験
式

※
2 に

よ
り

算
定

す
る

。

＜
水

通
し

断
面

の
設

定
に

つ
い

て
＞

・
設

計
流

量
は

土
石

流
ピ

ー
ク

流
量

と
し

、
理

論
式

※
1 に

よ
り

算
定

す
る

。

・
余

裕
高

は
考

慮
し

な
い

。

※
1

経
験

式
に

よ
る

土
石

流
ピ

ー
ク

流
量

の
算

出
※

2
理

論
式

に
よ

る
土

石
流

ピ
ー

ク
流

量
の

算
出

※
1,
2の

出
典

：

「
砂

防
基

本
計

画
策

定
指

針
（
土

石
流

・
流

木
対

策
編

）
及

び
同

解
説
2
.7
.3

土
石

流
ピ

ー
ク

流
量

の
算

定
」

○
経

験
式
よ

り
算

定
し
た

土
石

流
ピ
ー

ク
流

量
か
ら

水
深

を
設
定

し
、
余

裕
高

を
考
慮

す
る

。
 

・
 土

石
流

・
流
木

対
策
設

計
技

術
指
針

及
び

同
解
説

を
参

考
に
設

定
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 ○

土
砂

流
木
収

支
図

 

                               

図
巻

-
2
8 

土
砂

流
木
収
支

図
（

現
況
施

設
時

）

右
支

川
本

川
左

支
川

（
土

砂
量

　
×

1
0

3 m
3
）

右
支

川
本

川
左

支
川

（
流

木
量

　
×

1
0

3
m

3
）

左
支

渓
以

外
左

支
渓

右
支

渓
左

支
渓

左
支

渓
以

外
左

支
渓

右
支

渓
左

支
渓

現
況

施
設

現
況

施
設

に
よ

る
整

備
土

砂
量

に
よ

る
整

備
流

木
量

（
右

支
川

超
過

）
（
本

川
超

過
）

（
左

支
川

超
過

）
（
右

支
川

超
過

）
（
本

川
超

過
）

（
左

支
川

超
過

）

補
助

基
準

点
に

お
け

る
補

助
基

準
点

に
お

け
る

補
助

基
準

点
に

お
け

る
補

助
基

準
点

に
お

け
る

補
助

基
準

点
に

お
け

る
補

助
基

準
点

に
お

け
る

土
砂

整
備

率
%

土
砂

整
備

率
%

土
砂

整
備

率
%

流
木

整
備

率
%

流
木

整
備

率
%

土
砂

整
備

率
%

計
画

基
準

点
整

備
率

計
画

基
準

点
整

備
率

計
画

基
準

点
整

備
率

計
画

基
準

点
整

備
率

計
画

基
準

点
整

備
率

計
画

基
準

点
整

備
率

へ
の

寄
与

%
へ

の
寄

与
%

へ
の

寄
与

%
へ

の
寄

与
%

へ
の

寄
与

%
へ

の
寄

与
%

現
況

施
設

現
況

施
設

に
よ

る
整

備
土

砂
量

に
よ

る
整

備
流

木
量

超
過

土
砂

量
超

過
流

木
量

土
砂

整
備

率
流

木
整

備
率

%
%

2
9
.7

1
0
0
.0

合
計

7
5
.9

合
計

4
.3

8
8
.8

0
.0

計
画

流
出

流
木

量
計

画
流

出
流

木
量

1
6
4
.7

4
.3

6
1
.5

2
8
.2

4
5
.3

0
.5

0
.5

6
1
.5

7
3
.5

0
.0

2
.32
.3

1
.2

0
.8

計
画

流
出

流
木

量
計

画
流

出
流

木
量

2
6
.4

計
画

流
出

流
木

量
計

画
流

出
土

砂
量

計
画

流
出

土
砂

量
計

画
流

出
土

砂
量

計
画

流
出

土
砂

量
計

画
流

出
土

砂
量

1
9

1
.0

大
金

沢
右

支
川

堆
積

工
1
5
.7

大
金

沢
本

川
堆

積
工

(上
流

)
2
0
.9

大
金

沢
本

川
堆

積
工

(上
流

)
4
.3

大
金

沢
本

川
堆

積
工

(下
流

)
5
5
.0

大
金

沢
本

川
堆

積
工

(下
流

)
-

5
0
.8

現
　

況
　

施
　

設
　

時

土
　

砂
　

収
　

支
　

図
流

　
木
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に
つ

い
て
は

洪
水

の
氾
濫

防
止

を
目
的

と
し

た
流
路

改
修
の

必
要

性
を
整

理
し

た
。
 

                                   

図
巻

-
33
 

計
画

基
準

点
よ

り
下

流
流
路

の
課

題
（

イ
メ
ー

ジ
図

）
 

○
 屈

曲
部
に
つ

い
て

は
河
道

改
修

を
行
い

、
流

路
法
線

形
を
で

き
る

だ
け
滑

ら
か

に
す
る

こ
と

が
望
ま

し
い

。
 

○
 計

画
上
の
整

理
と

し
て
、

狭
窄

部
や
橋

梁
に

つ
い
て

、
河
川

管
理

上
の
余

裕
高

、
橋
梁

桁
下

の
余
裕

高
を

考
慮
し

て
流
下

能
力

を
確
認

し
た

。
 

（
→
丸

塚
橋
下

流
で

10
0m

m
/h

r
程
度
（
超
過

確
率

1/
30

）
の
降

雨
、
そ

の
他
で

12
0m

m
/h

r
程
度
（
超
過

確
率

1/
10

0）
降
雨
に

対
し

て
流
下

能
力

を
有
す

る
） 

○
 実

現
象
と
し

て
、

万
一
流

木
が

流
路
に

流
入

し
た
場

合
を
想

定
し

て
簡
易

の
流

木
止
め

を
設

置
す
る

こ
と

が
望
ま

し
い
。

 

写
真
 
簡

易
流

木
止
め

設
置
事

例
 

大
金

沢
本

川
堆

積
工

 

都
道

2
0

8
号

 

(大
島

循
環

線
) 

町
道

出
払

1
号

線
 

屈
曲

部
が

連
続

し
て

お
り

、
法

線
形

を
改

修
す

る
こ

と
が

望
ま

し
い

 

元
町

橋
 

丸
塚

橋
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 ○

委
員

会
設
置

趣
意

書
 

 

伊
豆

大
島
土

砂
災

害
対
策

検
討

委
員
会

 

設
置

趣
意
書

 

 

平
成
２
５
年
１
０
月
１
５
日
か
ら
１
６
日
に
か
け
て
の
台
風

２
６
号
の
通

過
に
よ
り
、
伊
豆
大
島
は
未
曾
有
の

豪
雨
に
見
舞
わ
れ
た
。
 

元
町
地
区
上
流
域
の
大
金
沢
を
中
心
と
し
た
渓
流
に
お
い
て

、
流
木
を
伴
っ

た
土
砂
流
出
が
発
生
す
る
な
ど
甚

大
な
土
砂
災
害
が
生
じ
た
結
果
、
多
く
の
人
命
が
失
わ
れ
、
１
１
月
５

日
に
は
、
大
島
を
局
地
激
甚
災
害
指
定
す

る
こ
と
が
閣
議
決
定
し
て
い
る
。
 

こ
の
た
め
、
東

京
都
で
は
、
さ
ら
な
る
土
砂
災
害
を
防

ぐ
た
め
緊
急
工
事
を
実
施
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、

崩
壊
し
た
斜
面
や
渓
流
に
は
依
然
と
し
て
多
く
の
不
安
定
土
砂
が
残
存
し
て
お
り
、
崩
壊
地
の
さ
ら
な
る
拡
大
や

不
安
定
土
砂
の
流
出
の
可
能
性
が
残
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
伊
豆
大
島

で
は
火
山
活
動
が
継
続
し
て
お
り
、
再
噴

火
し
た
場
合
に
は
、
溶
岩
流
の
流
出
や
降
灰
に
伴

う
泥
流
の
発
生
が
心
配
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ま
で
総
合
溶

岩
流
対
策
を
実
施
し
て
き
た
。
 

し
た
が
っ
て
、
今
後
も
土
砂
流
出
が
発
生
す
る
恐
れ
の
あ
る
大
金
沢
を
中
心
と
し
た
大
島
の
早
急
な
安
全
確
保

に
向
け
、
想
定
さ
れ
る
噴
火
に
よ
る
災
害
も
見
据
え
た
土
砂
災
害
対
策
計
画
を
検
討
す
る

必
要
が
あ
る

。
 

つ
い
て
は
、
元
町
地
区
の
復
興
等
も
視
野
に
入
れ
、
砂

防
や
火
山
の
専
門
家
や
関
係
行
政

の
意
見
を
広

く
聴
取

す
る
な
ど
総
合
的
に
検
討
を
進
め
る
必
要
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
標
記
委
員
会
を
設
置
す
る

も
の
で
あ
る

。
 

 ○
委

員
会

検
討

項
目

 

日
付
 

検
討
委
員

会
 

検
討
項
目
 

平
成

２
５
年
１
１
月
２
９
日
 

１
３

：
３
０
－
１
６
：
０
０
 

第
１
回
検

討
委
員
会
 

 
背
景
お
よ

び
本
委
員

会
の
目
的

 

 
土
砂
災
害

の
発
生
状

況
 

・
 
自
然

条
件
 

・
 
土
砂

生
産
状
況
 

・
 
土
砂

・
流
木
の

流
下
、
堆

積
状
況
 

平
成

２
５
年
１
２
月
２
５
日
 

１
３

：
３
０
－
１
６
：
０
０
 

第
２
回
検

討
委
員
会
 

 
火
山
砂
防

計
画
の
基

本
方
針
 

・
 
現
行

砂
防
計
画
 

・
 
火
山

砂
防
計
画

の
方
向
性
 

・
 
基
本

方
針
の
検

討
 

平
成

２
６
年
２

月
２
０
日
 

９
：
３
０
－
１

２
：
０
０
 

第
３
回
検

討
委
員
会
 

 
大
金
沢
に

お
け
る
今

後
の
土
砂

災
害
対
策
（

案
）
 

・
 
今
後

の
土
砂
災

害
対
策
の

概
要
 

・
 
ハ
ー

ド
対
策
（

案
）
 

・
 
ソ
フ

ト
対
策
（

案
）
 

平
成

２
６
年
３

月
１
１
日
 

１
３

：
３
０
－
１
６
：
０
０
 

第
４
回
検

討
委
員
会
 

 
検
討
委
員

会
報
告
書

の
と
り
ま

と
め
 

 

○
委
員

会
構

成
名

簿
 

 

委
員
長
 

鈴
木

 
雅
一
 

東
京

大
学
大
学

院
農
学
生
命
科

学
研
究

科
教
授
（

砂
防
学
）
 

学
識
委
員
 

石
川

 
芳
治
 

東
京

農
工
大
学

大
学
院
教
授
（

砂
防
学

）
 

学
識
委
員
 

田
中
 
淳
 

東
京

大
学
総
合

防
災
情
報
研
究

セ
ン
タ

ー
長
（
災

害
情
報
学
）
 

学
識
委
員
 

藤
井

 
敏
嗣
 

東
京

大
学
名
誉

教
授
（
火
山
学

）
 

学
識
委
員
 

堀
田

 
紀
文
 

筑
波

大
学
生
命

環
境
系
准
教
授

(
砂
防

学
) 

学
識
委
員
 

渡
辺

 
秀
文
 

東
京

大
学
名
誉

教
授
（
火
山
学

）
 

行
政
委
員
 

酒
谷

 
幸
彦
 

国
土

交
通
省
 

水
管
理
・
国
土

保
全
局

砂
防
部
 

砂
防
施
設
評

価
分
析
官
 

行
政
委
員
 

泊
 
 
宏
 

国
土

交
通
省
 

関
東
地
方
整
備

局
 
河

川
部
長
 

行
政
委
員
 

西
 

真
佐
人
 

国
土

交
通
省
 

国
土
技
術
政
策

総
合
研

究
所
 
危

機
管
理
技
術

研
究
セ
ン

タ
ー
長
 

行
政
委
員
 

小
山

内
信
智
 

独
立

行
政
法
人

 
土
木
研
究
所

 
土
砂

管
理
研
究

グ
ル
ー
プ
長
 

行
政
委
員
 

海
老

原
 
智
 

気
象

庁
 
予
報

部
 
予
報
課
長

 

行
政
委
員
 

川
島

 
理
史
 

大
島

町
 
大
島

町
長
 

行
政
委
員
 

高
本

 
賢
司
 

東
京

都
 
総
務

局
 
大
島
支
庁

長
 

行
政
委
員
 

村
山

 
 
隆
 

東
京

都
 
総
務

局
 
総
合
防
災

部
 
企

画
調
整
担

当
部
長
 

行
政
委
員
 

津
国

 
保
夫
 

東
京

都
 
産
業

労
働
局
 
農
林

水
産
部

長
 

行
政
委
員
 

川
合

 
康
文
 

東
京

都
 
建
設

局
 
道
路
管
理

部
 
道

路
保
全
担

当
部
長
 

行
政
委
員
 

中
島

 
高
志
 

東
京

都
 
建
設

局
 
河
川
部
長

 

（
敬

称
略

）
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